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研究成果の概要（和文）：　ICTを活用したシームレスな心不全管理と地域連携強化に向けて、病院および在宅
の各医療専門職の移行期に関するニーズ調査を実施した。その結果、職種、所属特性によって心不全の移行期に
必要な情報が一部異なることが明らかとなった。
　また、心不全管理の質向上および地域連携の橋渡しとして、病院や在宅など場を問わず活用することができ、
かつ患者情報のリアルタイムでの共有を可能とする心不全増悪対応フローと心不全徴候スコアリングシステムを
開発し、デルファイ調査にて内容の精査を行った。結果を踏まえて、実現可能性の高いICTを活用した心不全管
理体制構築に向けた示唆が得られた。

研究成果の概要（英文）：Toward seamless heart failure management using ICT and strengthening 
regional collaboration, we conducted a needs survey regarding the transition period for medical 
professionals in hospitals and home setting. The results revealed that the information needed during
 the transition period for heart failure differed in part depending on the type of job and 
characteristics of the affiliation.

In addition, to improve the quality of heart failure management and serve as a bridge for regional 
collaboration, we developed a heart failure exacerbation response flow and heart failure symptom 
scoring system that can be used regardless of setting, such as in hospitals or home setting, and 
that allows for the sharing of patient information in real time, and examined the contents using a 
Delphi survey. Based on the results, we obtained suggestions for establishing a highly feasible 
heart failure management system that utilizes ICT.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、各医療専門職ごとに発展してきた心不全管理の効果的な方法について、多職種協働の視点で、ニー
ズ、介入方法を検討した数少ない研究である。特に、多職種多施設を対象としたニーズ調査では、これまで単一
の職種のみの研究成果がほとんどである中、包括的な観点から心不全の移行期ケアの新たな方略の開発に寄与す
る知見の創出があった。
　また、心不全症状早期発見に向けた対応フローおよびスコアリングシステムにおいても、多職種多施設の医療
専門職を対象としてデルファイ調査を実施したことで、実臨床における実現可能性の高い調査結果を得ることが
できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 心不全の疾病管理には、①薬物療法を中心とした積極的治療、②運動療法や患者指導によ
る非薬物療法、③様々な苦痛に対する緩和ケアを行い、患者の QOL向上や再入院予防に向
けたケアを切れ目なく行っていく必要性が、ガイドライン上でも示されている。 
循環器を専門とする看護師による相談や生活指導、電話によるフォローアップを行うこ
とで再入院予防や QOL改善に効果があることは示されており、看護師を含む心不全チーム
や多職種介入が患者アウトカムの向上に関係していることは明らかにされているが、どの
要素が有効かについては研究の余地がある(shah et al., 2018)。 
さらに、質の高い疾病管理を病院―在宅を問わず実施するためには、入院治療を経て、在
宅移行期の情報共有だけでなく、退院後や心不全増悪時など心不全ステージの様々な段階
において迅速かつ適切に対応できるように、必要な情報を必要な時に共有し、コミュニケー
ションをとることが必要である。しかしながら、病院―在宅の看護師がどのような生活指導、
フォローアップ、連携を行っており、疾病管理に有効であるか関係性を明らかにした報告は
ない。 
 
２．研究の目的 
 以上の背景を踏まえ、本研究では、ステージに応じて心不全患者および必要な情報が変化
する中、どのような状況でどのような情報や連携方法が必要されているのか、そして具体的
な情報の内容や連携方法の実態を明らかにする（研究１）。さらに、それらの情報共有や連
携を実現する ICTツールを臨床実践において活用可能な内容へ精錬する（研究２）。 
 
３．研究の方法 
研究１ 
 Web アンケートフォームを使用した横断的質問紙調査を実施した。研究の対象となる専
門職は、医師、看護師、保健師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、薬剤師、栄養士、
医療ソーシャルワーカー（以下、MSW）、ケアマネージャー、介護福祉士、介護職員、生活
相談員を含む、場所や所属を問わず心不全患者と関わる機会がある職種とした。病院は、心
不全患者が入院する病院の病棟や地域連携部、救急外来、外来で勤務するなど、病床機能は
問わない。また、勤務年数や資格の有無、学歴などは対象特性として収集するため選定条件
には含めない。病院以外においては、在宅医療・介護施設や地域包括支援センター等に所属
しており心不全患者と関わることがある、または関わっており医療・介護・福祉系の施設に
て従事していることとした。 
 合目的的サンプリングにて、対象選定の基準を満たすと考えられる対象施設の管理者ま
たは研究者と連絡が可能で研究対象者にアクセス可能な専門職者に所属施設のスタッフ
（研究対象者）へ研究の概要およびアンケートフォームのアクセス先が記載された説明文
書を配布または掲示するよう依頼し、研究対象者は、配布された説明文書および研究の概要
にアクセスし、研究協力について了承の上、アンケートフォームに回答した。  
 職種および施設特性ごとに集計し、記述統計を算出した。χ2 検定等のノンパラメトリッ
ク検定にて回答結果を比較した。統計解析には IBMの SPSS version 27を使用した。 
 
研究２ 
 Google フォームズを使用したデルファイ調査を実施した。研究の対象者は、心不全患者
の診療・療養支援の経験が豊富にある医療専門職とし、具体的な職種は医師、看護師、理学
療法士とした。対象の選定条件は、看護師は慢性心不全看護認定看護師または専門看護師等、
心不全の療養支援に関する資格を保有していること、医師は循環器内科医であること、理学
療法士は、心不全療養指導士、心臓リハビリテーション指導士等の心疾患に関する資格を有
していることとした。研究者らのネットワークに所属する専門職で選定基準に当てはまる
者を研究対象候補者とし、研究依頼書類をメールまたは郵送にて研究協力の意向を確認し
た。また研究協力者の一部に選定基準に当てはまる者の紹介を依頼し、内諾を得られた者へ
も同様の書類をメールまたは郵送し、研究協力の意向を確認した。  
第 1ラウンド  
人口統計データとデルファイ調査データは、記述統計を行なう。また本研究では合意率に
てコンセンサスの判断をする。先行研究の方法を参考に各項目の回答割合を算出し、4およ
び 5の回答割合が 80％以上をコンセンサスとした。 
第 2ラウンド  
第 1 ラウンドと同様の方法で 4および 5の割合を算出し、80％以上をコンセンサスとし
た。自由記述の項目についても研究者間で討議を行い、加除修正がないか確認した。  
 
  



４．研究成果 
研究１ 

The final analysis included 150 responses from 108 nurses, 24 physicians, and 
18 physiotherapists. Comparing the three professions, significant differences were 
observed in nine items, including those related to disease management and Activities of 
Daily Living (ADL); a significantly lower percentage (29.4%, p=0.003) of 
physiotherapists answered "very necessary" to the NYHA classification. Regarding 
information needs on ADL for multiple items, the percentage of physicians who answered 
"very necessary" was low and showed a significant difference. Regarding disability 
certificates, 50% (p=0.021) answered "very necessary" for all the three professions. In the 
analysis of facilities, 146 responses were collected from 13 visiting nurse stations, 8 
clinics, 62 university, 36 general, and 27 cardiovascular hospitals.  
 
研究２ 
 最終的に 18 名の専門職の協力が得られた。平均年齢 43.2 歳（32-60 歳の範囲）、男性 8 名、
女性 10 名で、看護師 12 名、医師 2 名、理学療法士 4 名、薬剤師 1 名、平均臨床経験年数 19.1
年（9-33 の範囲）であった。保有資格としては、慢性心不全看護認定看護師 5 名心不全療養指
導士 9名、心臓リハビリテーション指導士 5名、認定理学療法士 1名、日本在宅医療連合学会専
門医 1名、循環器専門医 1名、移植認定医 1名、総合内科専門医 1名であった。 
 コンセンサスの基準に満たない項目を中心に加除修正を行い、合計 3 ラウンドのデルファイ
調査を実施した。最終ラウンド（第 3ラウンド）終了時点で 2項目のコンセンサスが得られなか
ったが、ほぼ全ての項目のコンセンサスは得られたため、実現可能性またはパイロットスタディ
を通して項目の修正を行っていく。 
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